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「
現
場
回
線
に
こ
だ
わ
り
、
常
に

一
歩
先
を
提
案
し
て
き
た
」
と
語
る

の
は
、
ピ
i
イ
ン
グ
の
末
広
雅
洋
社

一
長
だ
。
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
『
B
e

一

i
n
g
C
o
l
l
a
b
o
r
a
t
i

o
n
』
を
提
供
し
た
の
は
2
0
0
7

年
。
「
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
に
立
ち
、

使
い
勝
手
と
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
に
力

を
注
い
で
き
た
」
と
手
応
え
を
口
に

逐初技場

回

す
る
。土
木
工
事
積
算
シ
ス
テ
ム
『
G
a

i
a
(ガ
イ
ア
)
』
で
知
ら
れ
る
同

社
は
、
強
み
の
積
算
領
域
を
軸
に
川

上
の
入
札
情
報
、
川
下
の
見
積
・
実

行
予
算
や
工
程
管
理
に
向
け
、
シ
ス

テ
ム
提
供
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

「
官
(
発
注
者
)
と
民
(
施
工
者
)

が
一
緒
に
な
っ
て
進
む
に
は
、
工
程

の
時
間
軸
に
合
わ
せ
、
互
い
に
情
報

を
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ

り
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
と
工
程
管

理
シ
ス
テ
ム
は
現
場
運
営
上
、
密
接

、
な
関
係
性
を
持
っ
て
い
る
」
と
強
調

す
る
。ω年
に
発
売
し
た
工
程
管
理
型
マ

ネ
ジ
メ
シ
ト
シ
ス
テ
ム
『
B
e
i
n

g
p
r
o
j
e
c
t
-
c
c
p
M』

は
建
設
業
だ
け
で
な
く
、
製
造
業
に

も
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
ο
制
約

理
論

(
T
O
C
)
に
基
づ
い
た
全
体

来
的
に
は
「
i
p
a
d
社
は
、
あ
く
ま
で
も
建
設
会
社
の
ー

を
(
ア
イ
パ
ッ
ド
)
」
な
ど

C
T
(情
報
通
信
技
術
)
対
応
を
見

少
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
と
の
据
え
た
シ
ス
テ
ム
全
体
の
最
適
化
を

汐
シ
ス
テ
ム
連
携
も
必
要
不
心
掛
け
る
。

ト
ド
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
専
北
海
道
か
ら
神
縄
ま
で
全
国
間
地

以
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
域
に
営
業
拠
点
を
置
く
組
織
体
制

イ
の
組
み
合
わ
せ
で
「
野
帳
は
、
シ
ス
テ
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

切
代
わ
り
に
利
用
す
る
こ
と
支
援
拠
点
で
も
あ
る
c

各
拠
点
に
は

3

も
可
能
で
、
ア
イ
デ
ア
次
少
な
く
と
も
2
、
3
人
の
イ
ン
ス
ト

ム
第
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
ラ
ク
タ
l
を
配
置
し
~
営
業
担
当
者

芯
喝
口
の
使
い
方
が
考
え
ら
れ
J

と
連
携
し
た
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
!
体

劇
む
る
」
と
、
そ
の
先
を
見
据
制
を
構
築
す
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

m

拠
し
え
て
い
る
。
人
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
も
ユ
ー
ザ
ー

業
置
営
配
ガ
イ
ア
シ
リ
ー
ズ
の
ユ
に
と
っ
て
は
力
強
い
昧
方
だ
。

ー
ザ
l
数
は
、
累
計
で
1

積
算
分
野
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

万
5
0
0
0社
に
達
す
る
。
こ
の
う
に
、
問
い
合
わ
せ
に
は
ユ
ー
ザ
ー
の

ち
半
数
は
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
必
業
務
に
直
結
し
た
悩
み
や
相
談
が
数

要
と
す
る
層
と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
J

多
く
よ
せ
ら
れ
、
同
社
が
コ
ン
サ
ル

位
置
付
け
る
。
入
札
へ
の
戦
略
設
定
的
な
役
割
を
担
う
場
面
も
あ
る
。
末

か
ら
積
算
、
見
積
・
実
行
予
算
の
立
広
社
長
は
「
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の

案
、
工
程
管
理
ま
で
一
連
の
流
れ
を
場
合
で
も
、
工
程
管
理
を
合
め
た
現

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
供
で
き
る
同
場
の
ト
ー
タ
ル
な
提
案
と
し
て
ノ
ウ

ハ
ウ
を
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
点
は
、

当
社
な
ら
で
は
の
強
み
」
と
説
明
す

る

。

(

西

原

一

仁

)

最
適
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法

(
C
C

P
M
)
に
よ
り
、
根
拠
あ
る
工
期
短

縮
を
実
現
で
き
る
点
が
評
価
さ
れ
て

い
る
。
「
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
と
、

も
っ
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
デ
i
タ
連

携
で
き
る
よ
う
、
機
能
拡
充
を
進
め

た
い
」
。
工
程
管
理
の
強
み
を
生
か

す
意
味
で
、
日
報
機
能
の
強
化
に
は

特
に
力
を
注
い
で
き
た
。

現
場
の
関
係
者
に
加
え
、
本
社
な

ど
幅
広
い
範
囲
か
ら
も
情
報
を
確
認

で
き
、
原
価
管
理
や
会
計
シ
ス
テ
ム
共
有
で
き
る
か
。
現
場
の
目
的
は
工

と
も
連
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
携
程
表
の
作
成
で
は
な
く
、
効
率
的
な

帯
電
話
か
ら
も
閲
覧
や
入
力
が
可
能
運
営
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
情

で
、
よ
り
多
く
の
関
係
者
に
よ
る
情
報
共
有
の
考
え
方
も
そ
こ
に
通
じ

報
把
握
が
実
現
す
る
。
「
工
程
は
生
る
」

き
物
。
日
々
変
わ
る
現
場
の
状
況
を
現
場
の
回
線
を
突
き
詰
め
る
中

官
と
民
、
さ
ら
に
は
社
内
で
い
か
に
で
、
情
報
共
有
の
手
段
と
し
て
、
将

見回一勾

3
白蹴

r
v
f尽
き
土
日

b
p
a

工主

L
E
n
t
t
o痛
切
々
白
ヌ
ロ
ノ
.
こ

6
1
4
4
n
k
u
.

，、

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
O.建設通信
16.建設工業
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